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< 記事の内容 > 

・ 韓国における口蹄疫の発生について 

・ 夏季休暇期間中の口蹄疫等の防疫対策の徹底について 

・ 集乳車乳等の牛ウイルス性下痢（ＢＶＤ）検査結果について 

・ 牛伝染性リンパ腫（ＢＬＶ）（旧牛白血病）の検査について 

・ 畜産試験場で生まれた雌の和牛子牛が過去最高のセリ価格を記録！ 

・ お盆期間中の死亡牛ＢＳＥ検査受付について 

・ 畜産共進会開催のお知らせ 

・ 家畜排せつ物の流出に注意しましょう 

< 添付資料 >  

・ 韓国における口蹄疫の発生について 

・ 乳房炎の発生防止に努めましょう 

・ JGAP 家畜・畜産物について 

・ 令和５年度ぐんまの和牛研修会動画の配信について 

 

◆韓国における口蹄疫の発生について 

 韓国家畜衛生当局は、５月に同国忠清北道の牛飼養農場で、４年ぶりに口蹄疫が発生したと発表

しました。５月２２日までに１１件の発生が報告され、いずれも O 型であり、発生農場の飼養頭

数は１，６４９頭に及びました。６月以降、同国での発生は確認されていませんが、新型コロナウ

イルス感染症対策の緩和により、韓国を含む発生地域からの観光客や技能実習生の来日が急増して

いることから、口蹄疫がいつ我が国へ侵入してもおかしくない状況が続いています。飼養衛生管理

基準の遵守を徹底するとともに、口蹄疫発生地域への不要不急の渡航は控えましょう。 

詳細は別添のリーフレットでご確認ください。 

 

◆夏季休暇期間中の口蹄疫等の防疫対策の徹底について 

 上記のとおり、韓国で４年ぶりに口蹄疫が発生したほか、中国では口蹄疫の発生が続いています

（下図『アジアにおける口蹄疫の発生状況』参照）。訪日外国人観光客数はコロナ禍前の７割程度

まで回復していますが、これから夏季休暇期間を迎えるに当たり、日本人観光客も多く渡航するこ

とが想定されます。大切な家畜を守るために、飼養衛生管理基準を遵守するとともに、石灰散布や

消毒など基本的な衛生対策を徹底しましょう。 

 １ 口蹄疫発生地域への不要不急の海外渡航は自粛しましょう。 

 ２ 外国人従業員を受け入れている場合は、日本への持ち込みが禁止されている肉製品等が持ち

込まれることのないよう、周知を徹底してください。 

 ３ 衛生管理区域内に関係者以外が立ち入らないように、看板等を設置しましょう。 

 ４ 衛生管理区域内に立ち入る場合は、専用の衣服・長靴等を着用し、消毒を徹底しましょう。 



 

 
 

 

 
 

 

◆牛伝染性リンパ腫（BLV）（旧牛白血病）の検査について 

定期検査時に希望される農場の BLV 全頭検査を実施しています。前回の定期検査から陰性を

維持している農場もありましたが、陽性割合が高くなる農場も見受けられました。 

一般衛生対策として、徐角・去勢・耳標装着・削蹄器具の１頭ごとの消毒、感染防止対策と

して、分娩エリアの洗浄・消毒、初乳・常乳の加温（６０℃３０分）または凍結、吸血昆虫対

策、陽性牛と陰性牛の分離飼育、感染牛の計画的更新、侵入防止対策として、導入牛、預託放

牧牛の検査が重要です。 

定期検査時の４年毎の検査では、その間に陽転した牛を見過ごし他牛に感染させる可能性が

ありますので、年に１回程度の全頭検査と導入牛の検査をおすすめします。群馬県畜産協会で

は上記対策を講じている農場に検査料金（５９０円／頭）の半額補助を実施していますので、

是非、検討してください。 

 

 

※農林水産省ホームページ 

「口蹄疫に関する情報について」 

はこちら 

 



◆集乳車乳等の牛ウイルス性下痢（BVD）検査結果について 

BVD は慢性の下痢や流産を引き起こす届出伝染病で、継続的にウイルスを排出する持続感染

（PI）牛の摘発が農場の汚染を防ぐために重要となっています。 

令和５年 7 月、県央ＣＳと東毛酪農で集乳車等による検査を実施し、BVD ウイルスは検出

されず、PI 牛は摘発されませんでした。なお、次回は１月頃の検査を予定しています。 

集乳車の検査のほか、導入牛、導入牛の産子や預託牛の産子の BVD 検

査で PI を摘発した事例がありますので、導入や預託の多い農場は検査を

御検討ください 

 

 

◆お盆期間中の死亡牛ＢＳＥ検査受付について 

 家畜衛生研究所で実施しているＢＳＥ検査の受付については、下記のとおりです。 

 夏場に死亡した牛は高温により腐敗が短時間で進行します。牛が死亡したら、迅速に輸送業者へ

連絡、または自己搬入をお願いします。 

    

 

  

 

 

※ 受付時間 ９：００～１６：００ 

      家畜衛生研究所 電話番号 ０２７－２８８－２１０６ 

 

◆畜産試験場で生まれた雌の和牛子牛が過去最高のセリ価格を記録！ 

７月７日開催された渋川家畜市場和牛子牛セリ市において、畜産試験場で

ゲノミック評価を活用した改良により産まれた子牛が、過去最高のセリ価格

となりました。ゲノミック評価と受精卵移植の活用で飛躍的に改良速度が上

がるとともに、その正確度が認められため、市場価格に大きな影響を与える

ようになったと言えます。 

出場 

番号 

本牛名前 生年月日 血統 体重 

(kg) 

セリ価格 

(千円､税抜) 

本牛ゲノミ

ック評価 父 母 

121 あつだ 37322 R4.9.19 福勝鶴 あつだ 373 304 4,886 HHHBHH 

脂 2.9 オ 0.4 

123 あつだ 37324 R4.9.29 福勝鶴 あつだ 373 274 5,767 AHHHHH 

脂 3.0 オ 2.3 

※｢福勝鶴｣は家畜改良事業団の31年度後期検定で選抜された畜産試験場産種雄牛で、枝肉主要

３形質で重み付けしたゲノミック育種価ランキングでトップの成績です。｢あつだ373｣は、家

畜改良事業団の種雄牛｢福之鶴｣の母牛です。 

 

８月 

10 日 1１日 １2 日 １3 日 14 日 １5 日 １６日 

木 金 土 日 月 火 水 

受付 休み 受付 休み 受付 受付 受付 



 

◆畜産共進会開催のお知らせ 

○東部地域予選会（出品者農場における巡回審査） 

（1）開催日 

繁殖和牛の部：令和５年９月１１日（月） 

乳牛の部  ：令和５年９月１９日（火） 

（2）申込方法 

    出品を希望される方は、家畜保健衛生所までご連絡ください。 

    関係書類をお送りします。（申込〆切り ９月６日） 

○群馬県畜産共進会 

山羊の部  ：令和５年 ８月２５日（金） 渋川家畜市場 

繁殖和牛の部：令和５年１０月１６日（月） 群馬県畜産試験場 

乳牛の部  ：令和５年１０月２０日（金） 群馬県畜産試験場 

○関東地区ホルスタイン共進会 

令和５年１１月１５（水）～１６（木）日の２日間 千葉県家畜市場 

 

◆家畜排せつ物の流出に注意しましょう 

近年は夏場に突然、大量の雨が降ることが多くなりました。 

大雨により家畜排せつ物や堆肥が、周辺の土地や道路等に流出することも心配されます。 

⚫ 畜舎や堆肥舎の修繕、周辺の清掃をきちんと行っていますか？ 

⚫ 畜舎や堆肥舎に雨水が流入しないように対策はできていますか？ 

⚫ 畑に搬出した堆肥は、散布後、速やかに耕耘していますか？ 

日頃から家畜排せつ物の適正管理を意識し、今一度確認をお願いします。 

 

 

 

 
 

《疾病等の発生に伴う休日等の対応について》 

休日等であっても家畜の異常が認められた場合は、家畜保健衛生課あて連絡をお願いします。 

 

東部農業事務所家畜保健衛生課（東部家畜保健衛生所） 

〒３７３－０８０５  群馬県太田市八重笠町３６１－３ 

電 話：０２７６－４５－２０４１、ＦＡＸ：０２７６－４５－９９９４ 

 

※「やえがさだより」は、群馬県ホームページにも掲載しています。ご活用ください。 

※ 畜産業を廃業された方に送付された場合は、家畜保健衛生課までご連絡ください。 

 


